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屋
を
巡
る
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
り
、

病
院
・
老
健
施
設
の
新
た
な
発
見
を

し
て
い
ま
し
た
。

～
玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
～

●
お
礼

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
で
は
、
町

民
の
皆
様
か
ら
物
品（
１
１
４
８
点
）

を
提
供
い
た
だ
き
、
１
８
万
５
１
０

０
円
の
売
上
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
売
上
金
は
地
域
福
祉
事
業
に

役
立
て
ま
す
。

Pick up

　

第
20
回
玉
城
町
桜
ま
つ
り
（
同
実

行
委
員
会
主
催
）
が
４
月
１
日
、
田

丸
城
天
守
跡
や
そ
の
周
辺
で
開
か

れ
、
桜
を
愛
で
る
人
々
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

午
前
９
時
30
分
、
小
学
生
に
よ
る

み
こ
し
、
田
丸
神
社
の
子
ど
も
み
こ

し
を
皮
切
り
に
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で

は
玉
城
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が

花
を
添
え
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
保
育
所
園
児
に
よ
り

玉
城
オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康
体
操
「
元
気

で
す　

た
ま
き
」
が
玉
城
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
披
露
さ
れ
た
り
、
そ
の

他
、
ダ
ン
ス
や
踊
り
、
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
、
玉
丸
城
太
鼓
の
演
奏
な
ど
が
あ

り
、
会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。

　

午
後
５
時
か
ら
は
、
い
じ
め
撲
滅

の
た
め
の
プ
ロ
レ
ス
が
玉
城
中
学
校

体
育
館
で
行
わ
れ
、
迫
力
あ
る
試
合

注
目
の
話
題

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

満
開
の
さ
く
ら
の
下
で

第
20
回
町
桜
ま
つ
り
・
第
3
回
病
院
老
健
ま
つ
り

T
am

aki T
ow

n Report

に
会
場
は
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
玉
城
病
院
と
ケ
ア
ハ
イ
ツ

玉
城
で
は
「
第
３
回
病
院
老
健
ま
つ

り
」
が
開
か
れ
、
こ
ち
ら
で
も
た
く

さ
ん
の
人
が
、
ミ
ニ
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
り
、
日
頃
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
医
療
器
具
や
部

！

昼食時、露店に並ぶ人々

院内見学ツアー（病院老健まつり）

観衆に囲まれ演奏する玉中吹奏楽部
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南
勢
志
摩
広
域
人
権
ま
ち
づ
く
り

事
業
推
進
協
議
会
主
催
の
「
人
権
講

演
会
in
玉
城
」
が
３
月
10
日
、
保

健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
、
集
ま
っ
た
２
５
０
人
が
プ
ロ

野
球
解
説
者
、
金
村
義
明
さ
ん
の
パ

ワ
フ
ル
な
ト
ー
ク
に
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
楽
し
み

な
が
ら
人
権
を
考
え
よ
う
と

同
協
議
会
が
開
い
た
も
の

で
、「
在
ざ
い
に
ち
だ
ま
し
い

日
魂
」
と
題
し
た

野
球
人
と
今
あ
る
自
分
の
経

験
談
を
も
と
に
、
18
年
間
野

球
人
生
を
送
り
引
退
後
、
引

き
こ
も
り
の
人
生
を
野
球
解

説
者
へ
と
変
え
ら
れ
た
切
っ

掛
け
や
、
前
向
き
に
歩
み
出

す
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

講
演
の
な
か
で
、
金
村
さ

ん
は
「
気
持
ち
も
考
え
方
も

変
え
る
だ
け
で
人
生
は
楽
し

い
。
前
向
き
に
進
ん
で
く
だ

さ
い
。」
と
話
を
結
び
、
テ
レ
ビ
で

お
な
じ
み
の
軽
妙
な
語
り
口
に
、
会

場
は
何
度
も
笑
い
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

終
了
後
、抽
選
で
著
書
「
在
日
魂
」

が
会
場
の
10
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。

人
生
前
向
き
に

パ
ワ
フ
ル
な
ト
ー
ク
で
講
演

！

人
権
講
演
会
in
玉
城軽妙な語りで講演をする金村さん

　

苗
字
は
“
本
泉
”
と
書
い
て
、“
ほ

ん
ず
み
”
と
読
み
ま
す
。
生
ま
れ
て

こ
の
か
た
、
初
め
か
ら
そ
の
よ
う
に

読
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
は
、
一
度
も

あ
り
ま
せ
ん
。
出
身
は
東
北
、
福
島

県
で
す
。

　

昭
和
51
年
に
三
重
大
学
医
学
部
を
卒

業
し
、
以
後
32
年
間
、
三
重
大
学
付

属
病
院
を
中
心
に
比
較
的
大
き
な
病
院

で
、外
科
診
療
に
専
従
し
て
き
ま
し
た
。

前
半
は
主
と
し
て
小
児
外
科
を
、
後
半

は
一
般
外
科
・
消
化
器
外
科
を
担
当
し

て
き
ま
し
た
。
大
き
な
も
の
で
は
食
道

手
術
、
肝
胆
膵
手
術
か
ら
、
小
さ
い
も

の
で
は
ヘ
ル
ニ
ア
、
盲
腸
、
痔
の
手
術

ま
で
、
術
者
・
助
手
・
指
導
医
と
し
て
、

お
そ
ら
く
７
～
８
０
０
０
例
の
手
術
に

係
わ
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
休
日
・

昼
夜
を
問
わ
ず
、
必
死
に
汗
水
を
流
し

て
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
手
術
の

安
全
性
や
術
後
成
績
に
関
し
て
は
、
他

と
比
べ
て
も
、
さ
ほ
ど
遜
色
が
な
い
も

の
と
、ひ
そ
か
に
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

逆
に
言
え
ば
手
術
馬
鹿
で
、
そ
れ

就
任
ご
あ
い
さ
つ

　

玉
城
病
院
院
長　

本
泉　

誠

！

以
外
の
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
の
素
人

と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
玉
城
病

院
の
性
格
上
、
ま
た
、
立
場
上
、
仕

事
内
容
が
ま
っ
た
く
異
な
り
、
勤
務

1
週
間
ほ
ど
で
心
身
と
も
に
ヘ
ト
ヘ

ト
に
な
り
ま
し
た
（
年
の
せ
い
も
有

り
ま
す
が
）。
皆
さ
ま
の
期
待
を
裏
切

ら
な
い
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
暖
か
い
ご
支
援

を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
前
院
長
の
古
屋
先
生
や
内

科
の
小
林
先
生
が
築
き
上
げ
て
き
た

も
の
を
、
大
事
に
継
承
す
る
こ
と
か

ら
は
じ
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
余
裕

が
出
来
れ
ば
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た

癌
化
学
療
法
や
緩
和
医
療
に
も
力
を

入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

玉
城
病
院
は
何
を
期
待
さ
れ
て
い

る
の
か
、
一
方
、
玉
城
病
院
は
何
が

出
来
る
の
か
、
を
念
頭
に
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
の

向
上
に
勤
め
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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８
２
０
３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

平
成
19
年
度
の
無
料
法
律
相
談
日

６
月
12
日
・
８
月
７
日
・
10
月
９
日
・

12
月
11
日
・
２
月
12
日

！
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
法
律
相
談
を

行
っ
て
い
る
町
内
の
司
法
書
士
の
皆

さ
ん
に
３
月
27
日
、
町
長
か
ら
感
謝

の
言
葉
と
共
に
記
念
品
を
お
送
り
し

ま
し
た
。

　

こ
の
町
内
の
司
法
書
士
は
、
北
林

信
弘
さ
ん
、
太
田
陽
子
さ
ん
、
松
澤

加
重
子
さ
ん
。
偶
数
月
の
第

２
火
曜
日
午
後
２
時
か
ら

４
時
ま
で
、
保
健
福
祉
会
館

の
相
談
室
で
無
料
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
状
況
は
、

13
件
の
相
談
が
あ
り
、
内
容

別
で
は
、
土
地
に
関
す
る
こ

と
が
そ
れ
ぞ
れ
３
件
、
離
婚

に
関
す
る
こ
と
が
２
件
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
引
き
続
き
相
談

に
お
応
え
い
た
だ
く
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
、
生

活
福
祉
課　

電
話
（
５
８
）

町
内
司
法
書
士
３
人
に
記
念
品
贈
呈

車
し
、
約
７
０
０
人
が
降
り
立
ち
ま

し
た
。

　

駅
前
で
は
、
玉
丸
城
太
鼓
や
商
工

会
な
ど
が
出
迎
え
ま
し
た
。こ
の
後
、

下
外
城
田
方
面
へ
と
足
を
運
ぶ
途

中
、
最
中
や
イ
チ
ゴ
、
豚
汁
な
ど
の

も
て
な
し
も
用
意
し
、
10
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
あ
ま
り
の
コ
ー
ス
を
足
早
に
歩

き
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
体
育
指
導
員
協
議
会
主
催

の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
も
同
コ
ー
ス
で

開
か
れ
、
町
民
１
５
０
人
あ
ま
り
が

赤
い
ゼ
ッ
ケ
ン
を
付
け
競
う
よ
う
に

歩
い
て
い
ま
し
た
。

！
　

Ｊ
Ｒ
東
海
と
玉
城
町
な
ど
が
主

催
し
て
３
月
18
日
、「
田
丸
城
築
城

６
７
０
年
と
熊
野
古
道
の
起
点
を
訪

ね
て
」
と
題
し
た
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人

が
春
の
野
辺
で
爽
や
か
な
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
Ｊ
Ｒ
田
丸
駅
を
出

発
、
終
点
で
行
わ
れ
、
午
前
９
時
17

分
の
普
通
列
車
を
皮
切
り
に
、
名
古

屋
方
面
か
ら
の
快
速
列
車
も
臨
時
停

春
の
楽
し
い
一
日

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
爽
や
か
な
汗

田丸駅前では田丸城太鼓が出迎えた

つぎつぎと到着する参加者（広泰寺で）

右から北林さん、松澤さん、太田さん
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！
　

田
丸
駐
在
所
に
３
月
19
日
付
け
署

内
異
動
で
、
大
矢
弘
二
巡
査
部
長
が

赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
矢
さ
ん
は
、
地
域
課
自
動
車
警

ら
班
か
ら
の
異
動
で
、
駐
在
所
勤
務

は
初
め
て
と
の

こ
と
で
す
。
お

気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

田
丸
駐
在
所
に

大
矢
さ
ん
赴
任

！
　

３
月
20
日
、
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会

議
（
岡
野
信
也
会
長
）
か
ら
『
お
城

公
園
の
利
活
用
に
つ
い
て
』
提
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　

提
言
書
で
は
、
お
城
公
園
の
利
活

用
を
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
き
っ

か
け
」
と
し
、
目
指
す
べ
き
方
向
性

に
つ
い
て
、
①
歴
史
・
文
化
の
保
存
・

伝
承
、
②
地
元
公
園
ふ
れ

あ
い
の
場
の
創
出
、
③
来

訪
者
増
加
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
の
３
項
目
に
分
け

て
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
結
び
と
し
て
よ

り
多
く
の
住
民
・
団
体
・

企
業
等
が
関
心
を
も
ち
、

一
緒
に
な
っ
て
活
動
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
活

動
す
る
住
民
等
の
意
見
・

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
る

こ
と
が
重
要
と
し
て
い
ま

す
。

「
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議
か
ら
提
言
書
」が
提
出

　

ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議
は
、
昨
年

８
月
か
ら
様
々
な
行
政
課
題
の
解

決
、
施
策
等
の
実
現
に
関
し
、
具
体

的
な
方
策
、
ま
た
は
方
向
性
を
検
討

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ

た
会
議
で
、現
在
「
た
ま
き
応
援
団
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
」
な
ど
を

検
討
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

！
　

田
丸
城
築
城
６
７
０
年
記
念
事
業

の
一
つ
と
し
て
役
場
西
側
の
内
堀
に

４
月
３
日
、
辻
村
町
長
、
見
並
教
育

長
、
永
井
商
工
会
長
が
古
代
の
衣
装

を
身
に
着
け
て
大
賀
ハ
ス
を
植
栽
し

ま
し
た
。

　

大
賀
ハ
ス
は
、
千
葉
県
の
縄
文
遺

跡
で
発
見
さ
れ
た
種
子
が
発
芽
し
た

も
の
が
も
と
と
な
っ
て
お
り
、
15
年

ほ
ど
前
に
町
文
化
協
会
長
の
故
加
藤

正
文
さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
、
中
央
公
民

館
の
水
槽
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
ハ
ス

の
地
下
茎
を
９
本
定
植
し
ま
し
た
。

　

毎
年
夏
ご
ろ
に
、
こ
の
大
賀
ハ
ス

が
内
堀
全
体
に
薄
桃
色
の
花
を
咲
か

せ
、
訪
れ
た
人
を
た
の
し
ま
せ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
大
賀
ハ
ス
」
を

植
栽

右から見並教育長、辻村町長、
永井商工会長

！
　

ま
ち
の
人
権
擁
護
委
員
に
谷
野
育

子
さ
ん
（
岩
出
）
を
委
嘱
し
、
総
務

大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
を

お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
の
人
権
擁

護
委
員
は
、
谷
野
さ
ん

の
ほ
か
、
中
村
武
二
さ

ん
、
西
正
則
さ
ん
、
河

井
洋
子
さ
ん
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

谷
野
育
子
さ
ん
を
委
嘱

提言書を町長に手渡す岡野会長（右）と秋山副会長

委嘱状を受ける谷野さん（右）
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平
成
19
年
第
２
回
玉
城
町
議
会
定

例
会
は
３
月
６
日
、
開
会
さ
れ
、
議

員
発
議
に
よ
る
町
議
会
議
員
の
定
数

削
減
を
可
決
し
た
ほ
か
、
平
成
19
年

度
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
当
初
予

算
案
な
ど
が
上
程
。
最
終
日
、
平
成

18
年
度
補
正
予
算
案
な
ど
も
追
加
上

程
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
可
決
し
ま
し

た
。

案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
玉
城
町
副
町
長
の
定
数
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

　

地
方
自
治
法
の
改
正
で
助
役
制
度

が
廃
止
さ
れ
、
本
年
４
月
１
日
か
ら

副
町
長
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
定

数
を
条
例
で
定
め
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
に
収
入
役
を
置
か
な
い
条

例
の
廃
止
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
改
正
で
収
入
役
制

度
が
廃
止
さ
れ
、
本
年
４
月
１
日
か

ら
会
計
管
理
者
制
度
へ
と
移
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
町
で
は
、

収
入
役
を
置
か
な
い
条
例
を
定
め
て

お
り
、
こ
の
こ
と
に
伴
い
同
条
例
を

廃
止
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

町
民
の
価
値
観
の
多
様
化
と
情
報

の
共
有
化
等
に
よ
り
新
た
な
行
政
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
組
織
改
革
を

行
い
ま
し
た
。
名
称
を
「
チ
ー
ム
」

か
ら
「
課
」
へ
改
め
、
福
祉
部
門
に

子
育
て
総
合
支
援
室
を
設
置
し
ま
し

た
。

▼
組
織
改
革
等
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

行
政
組
織
の
変
更
に
伴
い
改
正
を
必

要
と
す
る
各
条
例
の
語
句
等
に
つ
い
て

整
理
を
行
う
た
め
制
定
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

単
純
労
務
職
員
の
定
数
の
減
員
を

行
う
た
め
改
正
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
町
職
員
を
２
０
９

人
と
し
ま
し
た
。

▼
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

町
内
小
中
学
校
の
学
校
評
議
員

「
報
償
費
」
に
つ
い
て
「
報
酬
」
に

変
更
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
職
員
の

扶
養
す
る
家
族
の
う
ち
３
人
目
以
降

に
つ
い
て
の
手
当
額
を
改
正
し
ま
し

た
。

▼
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
基
礎
賦
課
額
の
限
度

額
を
「
53
万
円
」
か
ら
「
56
万
円
」

に
改
め
ま
し
た
。

▼
三
重
県
市
町
職
員
退
職
手
当
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　

尾
鷲
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

が
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
紀
北
広
域

連
合
と
統
合
す
る
こ
と
か
ら
、
組
合

か
ら
脱
退
す
る
た
め
の
協
議
を
行
う

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平成19年　第2回玉城町議会定例会

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

議
会

ひ
と 

＋ 

ま
ち 

＋ 

く
ら
し

●
議
員
定
数
16
人
か
ら
14
人
へ

●
平
成
19
年
度
一
般
・
特
別
・
企
業

会
計
予
算
案　

可
決
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▼
三
重
県
市
町
退
職
手
当
組
合
規
約

の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　

尾
鷲
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
の

脱
退
に
伴
う
改
正
の
ほ
か
、
地
方
自

治
法
の
改
正
に
よ
る
会
計
管
理
者
の

設
置
等
に
関
連
す
る
規
定
の
整
備
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
三
重
県
自
治
会
館
組
合
規
約
の
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
る
会
計

管
理
者
の
設
置
等
に
関
連
す
る
規
定

の
整
備
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及

び
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
共
同
設

置
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て

　

い
な
べ
市
お
よ
び
伊
勢
地
域
農
業

共
済
事
務
組
合
が
本
年
４
月
１
日
か

ら
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
に
加
入

し
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
た

め
、
そ
の
協
議
を
行
う
こ
と
と
あ
わ

せ
て
、
そ
れ
に
伴
う
規
約
の
改
正
に

つ
い
て
の
協
議
を
行
う
こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

▼
三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
の
規

約
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

▼
わ
た
ら
い
老
人
福
祉
施
設
組
合
規

約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

▼
伊
勢
広
域
環
境
組
合
規
約
の
変
更

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

▼
菊
狭
間
環
境
整
備
組
合
規
約
の
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

▼
伊
勢
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　　

前
５
議
案
は
、
地
方
自
治
法
の
改

正
に
よ
る
会
計
管
理
者
の
設
置
等
に

関
連
す
る
規
定
の
整
備
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

▼
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　

中
楽
地
内
で
１
路
線
を
新
規
認
定

し
、
周
辺
の
土
地
利
用
な
ら
び
に
下

水
道
管
渠
計
画
と
の
整
合
を
図
っ
た

も
の
で
す
。

　

平
成
19
年
度　

玉
城
町

一
般
会
計
予
算 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算 

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

計
予
算 

老
人
保
健
特
別
会
計
予
算 

山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
予
算 

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算 

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算 

病
院
事
業
会
計
予
算 

水
道
事
業
会
計
予
算 

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
予
算 

下
水
道
事
業
会
計
予
算

　

各
会
計
の
予
算
額
に
つ
い
て
は
「
会

計
別
平
成
19
年
度
予
算
お
よ
び
前
年
度

比
較
表
」９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
追
加
】

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

野
篠
地
区
周
辺
雨
水
排
水
路
工
事

そ
の
２
に
つ
い
て
変
更
請
負
契
約
を

承
認
し
ま
し
た
。

　

既
契
約
金
額
に
２
６
６
万
９
１
０

０
円
を
追
加
し
、
７
９
３
１
万
９
１

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

農
業
集
落
排
水
施
設
三
郷
・
昼
田

地
区
第
２
工
区
（
小
社
）
管
路
施
設

工
事
に
つ
い
て
変
更
請
負
契
約
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

既
契
約
金
額
に
３
０
５
万
５
５
０

０
円
を
追
加
し
、
９
２
４
６
万
１
９

５
０
円
と
し
ま
し
た
。

0

10

20

30

40

50
億

42
億
６
９
１
０
万
円

43
億
８
４
５
７
万
円

39
億
３
９
０
万
円

40
億
７
０
４
０
万
円

41
億
２
０
０
０
万
円

14,852 人 14,959 人 14,974 人 15,034 人 15,135 人

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

●
一
般
会
計
予
算
と

　
　
　
　
　
　

人
口
の
推
移
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▼
平
成
18
年
度　

玉
城
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

年
度
末
を
迎
え
各
予
算
科
目
に
お

い
て
調
整
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
９
６
０
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
42
億
６
０
４
０
万
円
と
し
ま
し

た
。

【
歳
入
】
の
主
な
も
の
は
、

町
民
税
：
個
人
、
法
人
の
見
込
み
減

で
６
４
９
万
９
０
０
０
円
の
減
額
、

た
ば
こ
税
の
５
０
０
万
円
の
増
額
な

ど
、
町
税
全
体
で
89
万
５
０
０
０
円

の
減
額
。

地
方
消
費
税
交
付
金
：
４
０
７
万
円

の
増
額
。

地
方
交
付
税
：
追
加
交
付
に
よ
る
５

０
０
万
円
の
増
額
。

国
庫
支
出
金
：
障
害
者
福
祉
制
度
改

正
に
伴
う
身
体
障
害
者
保
護
費
国
庫

負
担
金
４
８
６
万
２
０
０
０
円
増

額
、
心
身
障
害
者
福
祉
費
国
庫
補
助

金
５
５
９
万
４
０
０
０
円
の
減
額
、

20
年
度
か
ら
始
ま
る
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
創
設
準
備
事
業
国
庫
補
助

金
３
７
１
万
５
０
０
０
円
の
新
規
計

上
。

　

そ
の
ほ
か
、
後
年
度
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
基
金
繰
入
金
で
財
政
調
整

基
金
か
ら
１
億
４
５
０
０
万
円
を
繰

り
入
れ
、
地
方
債
に
計
上
し
た
減
収

補
て
ん
債
１
億
６
０
０
０
万
円
を
減

額
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の

地
方
債
に
つ
い
て
は
、
事
業
精
査
に

よ
り
で
２
千
２
１
０
万
円
を
減
額
し

ま
し
た
。

【
歳
出
】
の
主
な
も
の
は

総
務
費
：
総
務
管
理
費
、
財
産
管
理

費
で
各
方
面
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い

た
寄
付
金
を
、
地
域
福
祉
基
金
に
積

立
。

民
生
費
：
社
会
福
祉
費
、
社
会
福
祉

総
務
費
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
創
設
に
伴
う
、
シ
ス
テ
ム
導
入
委

託
料
１
２
８
１
万
円
、
備
品
購
入
費

１
１
１
万
７
０
０
０
円
の
新
規
計

上
、
国
民
健
康
保
険
事
務
費
繰
出
金

５
７
０
万
円
、
心
身
障
害
者
福
祉
費

に
お
い
て
は
、
事
業
の
精
算
見
込
み

に
よ
り
７
５
６
万
７
０
０
０
円
の
減

額
。

民
生
費
：
児
童
福
祉
費
で
育
児
休
業

な
ど
に
伴
う
職
員
給
与
費
等
の
減

額
。

農
林
水
産
費
：
農
業
費
、
農
地
費
で
、

県
営
事
業
関
係
負
担
金
の
減
額
。

土
木
費
：
道
路
橋
梁
費
、
道
路
新
設

改
良
費
で
、
町
道
中
楽
朝
久
田
線
の

用
地
取
得
に
伴
う
相
続
の
関
係
か
ら

事
業
の
進
捗
が
見
込
め
ず
、
事
業
費

を
減
額
、
土
地
購
入
費
か
ら
工
事
請

負
費
に
予
算
を
組
み
替
え
、
19
年
度

に
繰
越
。

消
防
費
：
常
備
消
防
費
で
広
域
消
防

委
託
料
２
９
２
万
円
の
増
額
。

諸
支
出
金
：
病
院
事
業
会
計
、
介
護

老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
、
公
共
下

水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額

で
、
５
８
６
６
万
３
０
０
０
円
の
増

額
な
ど
で
す
。

▼
平
成
18
年
度　

玉
城
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
伴
う
医

療
給
付
費
分
電
算
委
託
料
９
７
２
万

３
０
０
０
円
を
増
額
す
る
な
ど
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
０
０
万
４
０
０

０
円
を
追
加
し
、
総
額
11
億
５
１
１

５
万
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度　

玉
城
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

一
時
借
入
金
利
子
の
減
額
に
よ
る

も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
19

万
７
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
を

３
５
７
８
万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し

た
。

▼
平
成
18
年
度　

玉
城
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
７
９
０
万

２
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
を
９

億
５
６
０
８
万
３
０
０
０
円
と
し
ま

し
た
。

▼
平
成
18
年
度　

玉
城
町
山
村
振
興

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
８
万
３

０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
を
５
５

６
８
万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度　

玉
城
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　

歳
入
で
一
般
会
計
繰
入
金
及
び
事

業
債
の
減
額
、
歳
出
で
工
事
請
負
費
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等
各
科
目
を
精
査
し
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
９
１
１
万
３
０
０
０
円
を
減

額
、
総
額
を
１
億
６
５
４
０
万
円
と

し
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度　

玉
城
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

保
険
給
付
費
等
の
増
加
に
伴
い
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
８
３
０
万
５

０
０
０
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

８
億
３
８
９
万
５
０
０
０
円
と
し
ま

し
た
。

▼
平
成
18
年
度　

玉
城
町
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

収
益
的
収
支
の
収
入
で
６
５
４
３

万
１
０
０
０
円
を
減
額
し
５
億
１
０

４
１
万
５
０
０
０
円
、
支
出
で
４
５

３
万
１
０
０
０
円
を
増
額
し
、
５
億

８
０
３
７
万
７
０
０
０
円
と
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
他

会
計
負
担
金
１
万
６
０
０
０
円
を
減

額
し
２
６
０
５
万
１
０
０
０
円
、
支

出
で
建
設
改
良
費
３
万
２
０
０
０
円

を
減
額
し
、
３
９
２
０
万
２
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度　

玉
城
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

収
益
的
収
支
の
収
入
で
８
１
６
万

５
０
０
０
円
を
増
額
し
３
億
７
６
８

万
４
０
０
０
円
、
支
出
で
営
業
費
用

な
ど
７
１
０
万
円
を
減
額
し
２
億
３

７
２
１
万
４
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、資
本
的
収
支
に
お
い
て
は
、

収
入
で
拡
張
工
事
分
担
金
収
入
な
ど

３
８
５
万
８
０
０
０
円
を
減
額
し
６

８
６
０
万
７
０
０
０
円
、
支
出
で
建

設
改
良
費
な
ど
２
１
２
５
万
円
を
減

額
し
、
２
億
５
４
１
９
万
４
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度　

玉
城
町
介
護
老
人

保
健
施
設
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

収
益
的
収
支
の
収
入
で
施
設
事
業

収
益
を
９
９
９
万
円
減
額
し
３
億
３

９
０
７
万
４
０
０
０
円
、
支
出
で
施

設
事
業
費
用
を
１
９
６
３
万
８
０
０

０
円
減
額
し
、
３
億
４
３
８
５
万
７

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
３

万
９
０
０
０
円
を
増
額
し
18
万
円
、

支
出
で
２
４
９
万
９
０
０
０
円
を
増

額
し
１
５
１
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

会　計　別 平成１8 年度 平成１9 年度 比較

◆一般会計 4,070,400 4,120,000 49,600

◆特別会計 3,002,040 3,264,412 262,372

住宅新築資金等貸付事業 7,197 5,739 △ 1,458

老人保健事業 984,908 938,694 △ 46,214

山村振興事業 61,100 53,128 △ 7,972

農業集落排水事業 173,669 263,350 89,681

介護保険事業 765,502 772,575 7,073

国民健康保険事業 1,009,664 1,230,926 221,262

◆企業会計 2,721,152 3,207,057 485,905

病院事業 606,669 615,975 9,306

水道事業 462,294 569,209 106,915

介護老人保健施設事業 376,146 364,190 △ 11,956

公共下水道事業 1,276,043 1,657,683 381,640

重複額 978,708 541,427 △ 437,281

　純　　　計 8,814,884 10,050,042 1,235,158

●会計別平成 19 年度予算および前年度比較表 （単位：千円）

＊　合計には、一般会計諸支出金など各企業会計へ繰り出しされる金額が重複しています。
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事業名称 事業内容
本年度 
予算額 

単位：千円

恵まれた環境を生かす　まちづくり　　　　　　　　　３億７９２８万８０００円

保健衛生住民関係経費
菊狭間環境整備組合（ゴミの収集）・伊勢広域環境
組合（ゴミの焼却・し尿処理・斎場）等の負担金
経費

177,337 

農業集落排水事業会計支出金経費 農業集落排水事業特別会計への繰出金 39,851 
公共下水道事業会計支出金経費 公共下水道事業会計への繰出金 125,341 

安心して暮らせる　まちづくり　　　　　　　　　　１７億２９３１万９０００円

社会福祉協議会経費 福祉バスの運行事業委託金、社会福祉協議会運営
補助金等の経費 16,524 

福祉関係特別会計経費 玉城町国民健康保険、老人保健、介護保険特別会
計への繰出金等経費 260,429 

児童手当経費 児童手当認定及び給付事務 138,817 

介護給付費事業
障害のある人が自立した生活を営むことができる
ように、障害者自立支援法に基づき「居宅介護」「生
活介護」「短期入所」等のサービスを提供経費

75,636 

常備消防経費 広域消防委託料等 175,136 
病院会計支出金経費 玉城病院事業会計への繰出金 67,458 
老人保健施設事業会計支出金経費 老人保健施設事業会計への繰出金 16,645 

地域文化の薫りたつ　まちづくり　　　　　　　　　　　　４億１８３５万３０００円
小学校管理経費 教育委員会が管理する小学校経費 37,481 
中学校管理経費 教育委員会が管理する中学校経費 13,995 
中学校建設経費 玉城中学校空調設備工事にかかる経費 72,012 

中央公民館経費 ＩＴサポートセンター、中央公民館の管理・運営
経費 13,169 

活気あふれる　まちづくり　　　　　　　　　　　　　４億７９７５万５０００円

県営関連事業
県営農道 , 県営かんがい排水事業 , 県営経営体育成
基盤整備事業に係る経費を一部負担し農業の基盤
整備を促進経費

76,932 

商工振興経費 商工関係協議会負担金等 23,696 
工場周辺整備事業 工場規模拡大に伴う地域の道路等整備事業費 60,000 
道路維持修繕事業 町道の維持補修 76,001 
道路新設改良町単事業 町道の新設改良 67,267 

地方道路整備交付金事業 緊急地方道路整備事業で実施する町道中楽朝久田
線の道路整備 71,564 

計画推進のために　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０億５１３７万３０００円

ケーブルテレビ事業 ケーブルテレビの運営事業、番組制作、文字放送
経費 10,028 

元金償還経費 18 年度末の地方債現在高見込（4,582 百万円）に
係る当該年度の元金償還経費 447,988 

利子償還経費 18 年度末の地方債現在高見込（4,582 百万円）に
伴う当該年度の利子経費、一時借入金に利子 88,547 
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●
平
成
19
年
度　

　

一
般
会
計
予
算
編
成
方
針

（「
平
成
19
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
予

算　

町
長
提
案
説
明
」
か
ら
抜
粋
）

　

予
算
規
模
は
、
前
年
度
対
比

約
１
・
２
％
増
の
歳
入
歳
出
総
額

41
億
２
０
０
０
万
円
の
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
は
町
長
選
挙

の
関
係
か
ら
骨
格
予
算
編
成
で
あ
っ

た
た
め
肉
付
け
後
と
の
比
較
で
は

０
・
６
％
増
の
概
ね
同
規
模
の
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

単
独
で
自
立
で
き
る
ま
ち
を
目
指

す
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、
新
た
な

発
想
に
立
ち
創
意
工
夫
を
行
い
業
務

の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
経
費
節

減
に
努
め
ま
す
。
一
方
、
国
の
政
策

育
民
生
、
産
業
建
設
）
を
「
総
務
産

業
」、「
教
育
民
生
」
に
統
廃
合
し
、

新
た
に
「
予
算
決
算
委
員
会
」
を
設

け
る
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

９
月
の
玉
城
町
議
会
議
員
選
挙
改

選
後
か
ら
適
用
し
ま
す
。

で
あ
る
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
対
応
す
べ
く
、
思
い
切
っ
た
施

策
の
展
開
も
し
て
行
き
ま
す
。

　

全
国
に
先
駆
け
て
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
公
金
収
納
を
４
月
か

ら
開
始
す
る
と
と
も
に
、
保
育
料
に

つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援
の
施
策
と

し
て
料
金
を
据
え
置
き
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
し

た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
の
税
源
移

譲
、
税
制
改
正
に
よ
り
、
個
人
町
民

税
は
29
％
増
額
し
て
い
る
も
の
の
、

法
人
町
民
税
は
企
業
の
業
績
の
見
込

み
減
に
よ
り
当
初
予
算
比
較
で
は
減

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
計
予
算
と

の
比
較
で
は
23
％
の
増
と
な
っ
て

お
り
、
町
税
全
体
で
は
、
３
・
４
％

増
の
21
億
４
０
８
２
万
７
０
０
０

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
地
方
交

付
税
は
、
前
年
度
の
税
収
の
減
に

よ
り
、
１
億
２
６
０
０
万
円
増
の

６
億
４
０
０
万
円
に
な
る
と
試
算
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
・
県
支
出
金
で
は
、
騒

音
振
動
、
農
地
法
に
関
す
る
事
務
に

つ
い
て
、
今
年
度
県
か
ら
権
限
委
譲

を
受
け
る
予
算
も
計
上
し
て
い
る
ほ

か
、
諸
収
入
で
は
、
水
道
事
業
舗
装

復
旧
工
事
受
託
収
入
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
利
用
料

を
見
直
す
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら

新
た
に
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
広
報

広
告
掲
載
料
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
継
続
事
業
の

玉
城
中
学
校
空
調
整
備
工
事
、
工
場

周
辺
整
備
事
業
、
地
方
道
路
整
備
臨

時
交
付
金
事
業
（
町
道
中
楽
朝
久
田

線
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
主
な
も
の
は
10
ペ
ー

ジ
主
な
事
業
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
平
成
18
年
度　

玉
城
町
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

収
益
的
収
支
の
収
入
で
１
１
２
万

３
０
０
０
円
を
減
額
し
１
億
１
１
９

７
万
２
０
０
０
円
、
支
出
で
３
０
８

万
７
０
０
０
円
を
減
額
し
１
億
７
６

９
６
万
３
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
企

業
債
等
８
９
９
８
万
円
減
額
し
９
億

５
８
６
６
万
９
０
０
０
円
に
、
支
出

で
建
設
改
良
費
９
７
７
２
万
９
０
０

０
円
を
減
額
し
10
億
７
８
２
万
３
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

【
議
員
発
議
】

▼
玉
城
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

町
議
会
議
員
の
定
数
を
16
人
か
ら

14
人
に
す
る
条
例
改
正
案
が
提
出
さ

れ
、
賛
成
13
、
反
対
１
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
定
数
は
、
本
年
９
月
の
任
期
満

了
に
伴
う
玉
城
町
議
会
議
員
選
挙
か

ら
適
用
し
ま
す
。

▼
玉
城
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

３
常
任
委
員
会
（
総
務
財
政
、
教
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お知らせ広場

M a y

任
者
）

総
務
課
課
長
補
佐
︹
総
務
担
当
︺

　

田
村　

優
（
総
務
チ
ー
ム
総
務
公
室
責
任
者
）

総
務
課
課
長
補
佐
︹
政
策
財
政
担
当
︺

　

	

中
村
元
紀　
（
総
務
チ
ー
ム
政
策
財
政
責
任
者
）

総
務
課
課
長
補
佐
︹
広
報
公
聴
担
当
︺

　

藤
川　

健
（
出
納
室
長
）

税
務
住
民
課
課
長
補
佐
︹
課
税
収
税
担
当
︺　

山
口　

勝（
税
務
住
民
チ
ー
ム
課
税
収
税
責
任
者
）

生
活
福
祉
課
課
長
補
佐
︹
福
祉
担
当
︺

見
並
智
俊
（
生
活
福
祉
チ
ー
ム
福
祉
年
金
保
険

責
任
者
）

上
下
水
道
課
課
長
補
佐
︹
工
務
担
当
︺

　

中
西　

元
（
上
下
水
道
チ
ー
ム
工
務
責
任
者
）

農
林
商
工
課
課
長
補
佐
︹
商
工
振
興
担
当
︺

北
岡　

明（
農
林
商
工
チ
ー
ム
農
林
商
工
責
任
者
）

農
林
商
工
課
課
長
補
佐
︹
農
政
担
当
︺

　

中
世
古
憲
司（
教
育
委
員
会
生
涯
教
育
責
任
者
）

教
育
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
︹
生
涯
教
育
担
当
︺

　

東　

博
明
（
上
下
水
道
チ
ー
ム
業
務
責
任
者
）

病
院
老
健
事
務
局
事
務
局
長
補
佐

　

中
西　

豊
（
病
院
老
健
チ
ー
ム
責
任
者
）

【
課
長
級
】

会
計
管
理
者

　

森
島
千
里
（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）

税
務
住
民
課
長　

松
田
幸
一（
教
育
委
員
会
次
長
）

生
活
福
祉
課
長　

林　

裕
紀
（
税
務
住
民
統
轄
）

生
活
環
境
特
命
監　

松
葉
茂
樹
（
生
活
福
祉
チ
ー
ム
生
活
環
境
・
健

康
づ
く
り
責
任
者
）

都
市
計
画
特
命
監

　

中
西
末
郎
（
建
設
チ
ー
ム
建
設
・
管
理
責
任
者
）

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

辻　

誠
（
生
活
福
祉
統
轄
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
長
兼
子
育
て
総
合
支
援
室
長

西
野
公
啓
（
総
務
チ
ー
ム
広
報
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ

責
任
者
）

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長

　

山
中
徳
生
（
教
育
委
員
会
教
育
総
務
責
任
者
）

【
課
長
補
佐
級
】

出
納
室
長　

西
山
多
鶴
子
（
税
務
住
民
チ
ー
ム
戸
籍
住
民
責

I nform
ation

T
am

aki N
ew

s

玉
城
町
職
員
人
事

４
月
１
日
付　
（　

）は
旧
職
名

５

【
係
長
級
】

議
会
事
務
局
係
長

　

高
井
美
江
（
議
会
事
務
局
主
査
）

税
務
住
民
課
住
民
係
長

　

宮
本
尚
美
（
上
下
水
道
チ
ー
ム
）

生
活
福
祉
課
保
険
係
長

　

山
下
泰
徳
（
生
活
福
祉
チ
ー
ム
）

上
下
水
道
課
業
務
第
二
係
長

　

小
河
内
恵
美
子
（
教
育
委
員
会
）

上
下
水
道
課
業
務
第
一
係
長

　

中
井
正
広
（
上
下
水
道
チ
ー
ム
）

建
設
産
業
課
工
務
係
長

　

真
砂
浩
行
（
建
設
チ
ー
ム
主
査
）

教
育
委
員
会
教
育
総
務
係
長

　

奥
野
良
子
（
農
林
商
工
チ
ー
ム
主
査
）

生
活
福
祉
課
介
護
支
援
係
長

西
村
美
紀
子
（
生
活
福
祉
チ
ー
ム
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
長
）

病
院
老
健
事
務
局
係
長

　

山
口
成
人
（
病
院
老
健
チ
ー
ム
主
査
）

【
事
務
吏
員
】

総
務
課　

中
野
雄
広
（
税
務
住
民
チ
ー
ム
）

総
務
課　

坂
口
楠
之
（
病
院
老
健
チ
ー
ム
）



13 城あとに夢を築くまち  たまき　2007-5

税
務
住
民
課　

里
中
和
樹
（
総
務
チ
ー
ム
）

税
務
住
民
課　

山
本
陽
二
（
生
活
福
祉
チ
ー
ム
）

生
活
福
祉
課　

坂
出
雅
哉
（
税
務
住
民
チ
ー
ム
）

農
林
商
工
課　

玉
木
真
弓
（
総
務
チ
ー
ム
）

上
下
水
道
課　

松
井
宏
文
（
企
業
誘
致
対
策
室
）

上
下
水
道
課　

中
村
修
穂
（
総
務
チ
ー
ム
）

教
育
委
員
会　

木
村　

豪
（
農
林
商
工
チ
ー
ム
）

【
保
健
師
】

生
活
福
祉
課
︹
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
︺

　

藤
原
明
菜
（
病
院
老
健
チ
ー
ム
）

【
看
護
師
】

生
活
福
祉
課
︹
外
城
田
保
育
所
︺　

　

村
木
和
子
（
教
育
委
員
会
）

【
介
護
支
援
専
門
員
】

生
活
福
祉
課
︹
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
︺

　

世
古
元
美
（
病
院
老
健
チ
ー
ム
）

【
調
理
員
】

玉
城
中
学
校　

廣
川
か
よ
子
（
外
城
田
小
学
校
）

外
城
田
小
学
校　

中
川
恵
子
（
玉
城
中
学
校
）

玉
城
中
学
校　

平　

清
美
（
田
丸
保
育
所
）

田
丸
保
育
所　

北
岡
和
美
（
玉
城
中
学
校
）

下
外
城
田
小
学
校　

中
西
あ
き
ゑ（
有
田
保
育
所
）

田
丸
小
学
校　

谷
口
真
知
子（
下
外
城
田
保
育
所
）

有
田
保
育
所　

石
丸
登
美
子
（
田
丸
保
育
所
）

■
子
育
て
支
援
タ
イ
ム
「
に
こ
に
こ
」

▼
日　

程　

月
曜
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

▼
内　

容　

未
就
園
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
自
由

遊
び

▼
場　

所　

さ
く
ら
児
童
館

※
５
月
の
「
に
こ
に
こ
」
お
休
み
は
、
２
日
、
９

日
、
10
日
、
24
日

保
健
事
業
だ
よ
り

●
新
規
採
用

税
務
住
民
課　

藤
井
亮
太

教
育
委
員
会　

中
西　

司

玉
城
病
院
看
護
師　

井
坂　

任

玉
城
病
院
看
護
師　

野
﨑
真
由

老
人
保
健
施
設
作
業
療
法
士　

倉
田
ひ
と
み

●
退
職
（
３
月
31
日
付
）

西
山
常
夫
（
教
育
委
員
会
）

■
２
歳
児
の
お
子
さ
ん
集
ま
れ
ー
！

▼
日　

時　

５
月
２
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
内　

容　

ど
ろ
ん
こ
遊
び
を
し
よ
う

▼
集　

合　

さ
く
ら
児
童
館

▼
対　

象　

平
成
16
年
４
月
２
日
～
17
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

詳
し
く
は
、
さ
く
ら
児
童
館
へ

■
７
か
月
児
相
談

▼
日　

時　

５
月
10
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
２
時
（
受
付
時
間
）

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　

象　

平
成
18
年
９
月
15
日
～
10
月
14
日
生

ま
れ
の
お
子
さ
ん

▼
内　

容　
身
体
計
測
、問
診
、離
乳
食
相
談
、育
児
相
談

詳
し
く
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

■
０
・
１
ひ
ろ
ば

▼
日　

時　

５
月
16
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　

所　

さ
く
ら
児
童
館

▼
内　

容　

し
ゃ
ぼ
ん
玉
で
遊
ぼ
う

詳
し
く
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
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お知らせ広場
■
離
乳
食
（
初
期
）
教
室

▼
日　

時　

５
月
15
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
20
分
～
11
時
30
分

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
内　

容　

離
乳
食
準
備
期
・
初
期
の
講
話
と
試

食

▼
対　

象　

７
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
個
別
乳
が
ん
検
診

　
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

▼
検
診
日　

６
月
５
日（
火
）、
９
日（
土
）、
12
日

（
火
）、
19
日（
火
）、
26
日（
火
）

▼
受
付
時
間　

火
曜
日
定
員
６
人
、
午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分
／
土
曜
日
定
員
12
人　

午
前
９

時
～
11
時
30
分

▼
場　

所　

玉
城
病
院

▼
対
象
者　

40
歳
以
上
の
女
性

▼
自
己
負
担
金　

７
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
70
歳
以
上
の
方
は
無
料
）

お
申
し
込
み
な
ど
、
詳
し
く
は
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
栄
養
教
室

　
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
）

▼
日　

時　

６
月
６
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
内　

容　

講
話
、
調
理
実
習

▼
料　

金　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　
　

お
米
１
／
２
カ
ッ
プ

ご
希
望
の
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
介
護
予
防
健
診
（
集
団
）

　

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
介
護
予
防
健
診
を
基

本
健
康
診
査
に
追
加
し
て
実
施
し
ま
す
。

▼
日　

程　

５
月
25
日（
金
）　

保
健
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
　
　

28
日（
月
）　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

６
月
４
日（
月
）　

保
健
福
祉
会
館

▼
時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
料　

金　

１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
70
歳
以
上
の
方
は
無
料
）

▼
内　

容　

問
診
、
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
検

尿
、
各
種
の
血
液
検
査
、
心
電
図
な
ど

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
問
診
票
の
記
入
）、

理
学
的
検
査
（
口
腔
内
の
状
況
を
含
む
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

希
望
者
（
自
己
負
担
有
り
）
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
（
Ｃ
型
・
Ｂ
型
）

　
（
こ
れ
ま
で
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
行
っ

た
方
は
、
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。）

＊
か
か
り
つ
け
医
が
町
内
に
あ
る
場
合
は
、
７
月

か
ら
の
個
別
健
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

■
自
主
育
児
サ
ー
ク
ル

　

ち
っ
ち
ゃ
い
も
の
ク
ラ
ブ　

メ
ン
バ
ー
募
集

登
録
制
の
自
主
活
動
の
育
児
サ
ー
ク
ル
で
す
。
毎

回
の
「
あ
そ
び
」
は
、
登
録
メ
ン
バ
ー
自
身
が
企

画
・
運
営
し
ま
す
。

あ
な
た
の
し
た
い
「
あ
そ
び
」
は
、
何
で
す
か
？

み
ん
な
で
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
！

詳
し
く
は
、
梅
が
お
か
児
童
館
へ

▼
日　
　

程　

５
月
９
日（
水
）

▼
受　
　

付　

午
後
12
時
50
分
～
１
時
20
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館　

▼
対　
　

象　

平
成
17
年
９
月
１
日
～
平
成
17
年

10
月
31
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
ま

た
は
前
回
未
受
診
の
お
子
さ
ん

＊
該
当
児
に
は
、
個
人
通
知
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査
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肺
が
ん
検
診
は
、
わ
が
国
の
が
ん
に
よ
る
死
亡

の
１
位
を
占
め
、
今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
禁
煙
、
食
生
活
の
改
善

な
ど
日
常
生
活
に
お
い
て
予
防
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
が
、
２
次
予
防
と
し
て
早
期
発
見
を
す
る
た

め
、
年
１
回
の
検
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

平
成
19
年
度　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

（
結
核
・
肺
が
ん
検
診
）の
お
知
ら
せ

　

毎
月
、
専
門
医
・
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

あ
ら
か
じ
め
伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所　

地
域
保
健

課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
２
７
）
５
１
４
８
へ
お
電
話
く
だ

さ
い
。 平

成
19
年
度

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

平成 19 年度こころの健康相談日程表

▼
対
象
者　

結
核
検
診
：
検
診
日
当
日
に
65
歳
以

上
の
方

　
　
　
　
　

肺
が
ん
検
診
：
検
診
日
当
日
に
40
歳

以
上
の
方

※
職
場
な
ど
で
検
診
の
機
会
の
な
い
方
が
対
象
者

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
料　

金　

３
０
０
円
（
た
だ
し
、
検
診
当
日
に

70
歳
以
上
の
方
は
無
料
）

　
　
　
　
　
（
喀
痰
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

５
０
０
円
必
要
で
す
。
容
器
は
検
診

会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
）

▼
持
ち
物　

健
康
手
帳

☆
今
年
度
は
葉
書
き
を
郵
送
し
ま
せ
ん
。
当
日
、

受
付
で
問
診
票
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
喀
痰
検
査
と
は
…
肺
が
ん
の
細
胞
を
さ
が
す
検

査
で
す
。
痰
（
血
痰
）
が
出
る
方
、
喫
煙
し
て
い

る
方
な
ど
に
お
勧
め
し
ま
す
（
３
日
間
朝
一
番
の

痰
を
容
器
に
入
れ
て
、
５
月
18
日
17
時
ま
で
な
ら

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
持
参
、
そ
れ
以
降
は
検
査

セ
ン
タ
ー
に
郵
送
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

月 日 曜 　　場所

4 26 木 伊勢庁舎（ヘルスサポート室）

5 24 木 伊勢庁舎（ヘルスサポート室）

6 21 木 伊勢庁舎（ヘルスサポート室）

7 26 木 志摩庁舎（衛生教育室）

8 23 木 伊勢庁舎（ヘルスサポート室）

9 27 木 伊勢庁舎（ヘルスサポート室）

10 18 木 志摩庁舎（衛生教育室）

11 15 木 伊勢庁舎（ヘルスサポート室）

12 27 木 伊勢庁舎（ヘルスサポート室）

1 24 木 志摩庁舎（衛生教育室）

2 21 木 伊勢庁舎（ヘルスサポート室）

3 27 木 伊勢庁舎（ヘルスサポート室）
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お知らせ広場
結核・肺がん検診日程表

月　　日 時　　　間 場　　　所

５月１４日
（月曜日）

午前　９時３０～１０時００分 サークルＫ（玉城野篠店）前　
　　１０時１０～１０時５０分 蚊野公民館
　　１１時００～１１時５０分 原公民館　
　　１２時００～１２時２０分 積良倉庫前　
午後　１時３０～　１時５０分 下田辺東山端ＪＲ踏切北側
　　　２時００～　２時２０分 田辺茶屋公民館　　　
　　　２時３０～　２時５０分 朝久田公民館　　

５月１５日
（火曜日）

午前　９時３０～１０時００分 山神（山田寺前）
　　１０時１０～１０時４０分 矢野公民館　
　　１０時５０～１１時１０分　 玉城苑公民館
　　１１時２０～１２時００分 勝田新倉庫前　　
午後　１時３０～　１時５０分 岡出農村公園前
　　　２時００～　２時４０分 伊勢農協玉城支店
　　　２時５０～　３時１０分 妙法寺（貴舟様駐車場）
　　　５時００～　７時００分 保健福祉会館　　

５月１６日
（水曜日）

午前　９時３０～１０時００分 中央公民館　
　　１０時１０～１０時３０分　 上玉川倉庫前　　
　　１０時４０～１１時１０分 日向公民館　
　　１１時２０～１１時５０分　 世古（飯島久男様前）　　　　　　

５月１７日
（木曜日）

午前　９時３０～　９時５０分 井倉寺前　
　　１０時００～１０時２０分 長更公民館　
　　１０時３０～１０時５０分 久保（千引神社前）　　　　　　
　　１１時００～１１時２０分 中楽公民館　
　　１１時３０～１２時００分 田丸駅前　
午後　１時００～　１時４０分 役場前　　　　　　　　　　　　

５月１８日
（金曜日）

午前　９時３０～　９時５０分 岩出寺前　
　　１０時００～１０時３０分 中角公民館　
　　１０時４０～１１時００分 宮古公民館　
　　１１時１０～１１時３０分 冨岡公民館
午後　１時００～　１時３０分 山岡ごみ集積場　　　
　　　１時４０～　２時００分 曽根集荷場　
　　　２時１０～　２時４０分 伊勢農協下外城田店　　　　　
　　　２時５０～　３時２０分 新田町公民館　　　
　　　５時００～　７時００分 保健福祉会館　　
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行
政
相
談
員　

大
橋
さ
ん

　
　
　
　

電
話
（
５
８
）
４
５
４
５

　
「
行
政
相
談
委
員
」
と
は
、
総
務
大
臣
が

委
嘱
し
て
い
る
民
間
有
識
者
で
、
み
な
さ
ん

の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
ま
た
、
ご
相
談

は
無
料
、
相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す

■
５
月
の
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

▼
日　

時　

５
月
18
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
対
象
者　

０
～
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
）
へ

■
「
玉
城
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

　

５
月
の
予
定

▼
日　

程　

５
月
２
日
・
16
日（
水
）

　

時　

間　

午
後
４
時
～
４
時
30
分

　

会　

場　

さ
く
ら
児
童
館

▼
日　

程　

５
月
９
日
・
23
日（
水
）

　

時　

間　

午
後
３
時
45
分
～
４
時
15
分

　

会　

場　

梅
が
お
か
児
童
館

詳
し
く
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
飯
田
啓
子
さ

ん　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
４
６
０
０
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

５
月
25
日（
金
）～
31
日（
木
）ま
で
、
春
の
行
政

相
談
週
間
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
期
間
、
30
日（
水
）は
保
健
福
祉
会

館
で
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
こ
れ
以
外
は
電
話
で

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

５
月
25
日
～
春
の
行
政
相
談
週
間

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▼
日　

時　

５
月
16
日　

第
3
水
曜
日　

午
前　

▼
場　

所　

各
保
育
所

お
問
い
合
わ
せ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所
へ

保
育
所　

園
庭
開
放
の
ご
案
内

　

町
山
野
草
愛
好
者
の
展
示
即
売
会
が
次
の
よ
う

に
開
か
れ
ま
す
。

▼
日　

時　

５
月
５
日（
祝
）　

午
前
10
時
～
午
後

５
時
／
同
月
６
日（
日
）　

午
前
９
時

～
午
後
３
時

▼
場　

所　

中
央
公
民
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

詳
し
く
は
、
代
表
の
伊
藤
美
夫
さ
ん　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
５
８
）
３
０
３
０
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

春
の
山
野
草
展
示
・
即
売
会
開
催

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ　

カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日　

時　

５
月
９
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

▼
場　

所　

☀
大
仏
山
公
園

　
　
　
　
　

☂
小
俣
町
図
書
館

▼
内　

容　

バ
ス
に
乗
っ
て
行
こ
う
!!

▼
持
ち
物　

タ
オ
ル
・
着
が
え
・
す
い
と
う
な
ど

▼
集　

合　

保
健
福
祉
会
館

　
　
　
　
　

午
前
10
時
（
15
分
後
出
発
予
定
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り

■
子
育
て
教
育
相
談

　

子
ど
も
の
発
達
上
の
悩
み
や
人
と
の
か
か
わ

り
、
問
題
行
動
な
ど
、
日
頃
の
子
育
て
の
中
で
感

じ
る
小
さ
な
悩
み
か
ら
専
門
的
な
こ
と
ま
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▼
日　

時　

５
月
９
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員　

池
山
哲
也
さ
ん

　
　
　
　
　
（
元
玉
城
わ
か
ば
学
園
校
長
）

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
５
８
）
６
９
１
５
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り
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お知らせ広場

　

今
月
も
話
題
の
本
を
取
り
揃
え
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
貸
出
期
間
は
14
日
間

で
す
。

　

な
お
、
新
規
で
ご
利
用
の
方
は
図
書
カ
ー
ド

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
登
録
の
対
応

時
間
は
、
月
～
金
曜
ま
で
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
ま
で
。
登
録
の
際
、
身
分
証
明
書
を
ご
提

示
く
だ
さ
い
。）

●
購
入
図
書
（
３
月
購
入
分
）

小
林
よ
し
の
り
著
「
ゴ
ー
宣
・
暫
」

ア
ル
・
ゴ
ア
著
「
不
都
合
な
真
実
」

青
山
七
恵
著
「
ひ
と
り
日
和
」

綿
矢
り
さ
著
「
夢
を
与
え
る
」

内
田　

樹
著
「
下
流
志
向
」

新
井　

満
著
「
千
の
風
に
な
っ
て
」

平
石
貴
久
著
「
医
者
以
前
の
健
康
の
常
識
」
2

マ
ー
ク
ス
寿
子
著
「
日
本
は
な
ぜ
こ
こ
ま
で
壊

れ
た
の
か
」

立
花　

隆
著
「
僕
の
血
と
な
り
肉
と
な
っ
た

５
０
０
冊
、
そ
し
て
血
に
も
肉

に
も
な
ら
な
か
っ
た
１
０
０
冊
」

佐
藤　

伝
著
「
幸
運
を
呼
び
寄
せ
る
朝
の
習
慣
」

渡
辺
淳
一
著
「
鈍
感
力
」

畑
村
洋
太
郎
著
「
数
に
強
く
な
る
」

●
寄
贈
図
書

津
本　

陽
「
大
わ
ら
ん
じ
の
男
」
１
～
４

　

玉
城
町
図
書
館
は
村
山
龍
平
記
念
館
の
１
階

に
あ
り
ま
す
。
開
館
時
間
は
月
～
金
が
午
前
９

時
～
午
後
７
時
ま
で
、
土
、
日
、
祝
日
が
午
後

５
時
ま
で
で
す
。

　

図
書
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、
町
教
育
委

員
会
内
、
玉
城
町
図
書
館　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）

８
２
１
２
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
図
書
館
に
備
え
て
ほ
し
い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。（
予

算
、
内
容
な
ど
に
照
ら
し
、
購
入
を
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

の
書
図
着
新

せ
ら
し
お

　

身
体
障
害
者
お
よ
び
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
対

す
る
国
民
の
理
解
と
認
識
を
更
に
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
重
度
の
身
体
障
害
者
、
重
度
の
知
的
障

害
者
で
希
望
さ
れ
る
方
に
、
青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
専
用
封
筒
に
く
ぼ
み
入
り
通
常
郵
便
葉
書
を

封
入
し
、
無
料
で
お
渡
し
し
ま
す
。

【
配
布
の
対
象
】

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は
２
級
の
方

　

療
育
手
帳
に
「
Ａ
」
と
標
記
さ
れ
て
い
る
方　

【
受
付
期
間
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
19
年
５
月
31
日（
木
）ま
で

【
配
布
枚
数
】

　

一
人
に
つ
き
20
枚

申
し
込
み
な
ど
、
詳
し
く
は
玉
城
郵
便
局　

Ｔ
Ｅ

Ｌ
（
５
８
）
３
０
７
５
、
東
外
城
田
郵
便
局　

Ｔ

Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
２
８
６
５
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 青

い
鳥
郵
便
葉
書
の
無
償
配
布

　

第
58
回
三
重
県
消
防
大
会
が
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
玉
城
町
消
防
団
の
次
の
者
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

三
重
県
消
防
大
会
で
表
彰

玉
城
町
消
防
団
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詩
吟
愛
好
者
が
集
ま
る
「
関
西
吟
詩
文
化
協
会

正
洲
会
み
ず
ほ
支
部
」
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 町

文
化
協
会

関
西
吟
詩
正
洲
会　

会
員
募
集

　

歯
の
衛
生
週
間（
６
月
４
日（
月
）～
10
日（
日
））

に
あ
わ
せ
、
伊
勢
地
区
歯
科
医
師
会
な
ど
が
主
催

で
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
入

選
作
品
展

▼
日　

程　

６
月
１
日（
金
）～
８
日（
金
）

▼
場　

所　

伊
勢
市
高
柳
商
店
街
展
示
会
場

●
無
料
口
腔
検
診

▼
日　

程　

６
月
10
日　

午
前
10
時
～
正
午

▼
場　

所　

伊
勢
市
御
薗
町　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ

歯
の
衛
生
週
間

作
品
展
や
検
診
を
実
施

　

漢
詩
を
独
特
の
節
調
で
歌
う
吟
詠
は
、
文
化
に

触
れ
静
的
・
内
面
的
な
喜
び
を
味
わ
え
る
ほ
か
、

正
し
い
姿
勢
で
深
い
呼
吸
を
す
る
こ
と
か
ら
健
康

維
持
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も
役
立
つ
と
人
気
が

あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
講
師
に
金
森
千
恵
子
先
生
（
平

成
６
年
関
吟
吟
詩
権
全
国
大
会
優
勝
）
を
迎
え
指

導
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
練
習
日
時　

毎
月
第
２
・
４（
月
）午
後
７
時
～

▼
場　
　

所　

中
央
公
民
館

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
な
ど

連
絡
は
、
浦
田
勝
己
さ
ん　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）

３
７
４
６
へ

コラム町長

COLUMN in March,2007

L e t t e r  t o  y o u

●
三
重
県
知
事
表
彰
消
防
精
勤
章

　

分
団
長　

松
田
栄
二

●
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
精
績
章

　

副
団
長　

濱
口　

廣

●
日
本
消
防
協
会
長
表
精
勤
章

　

団
長　
　

舌
古
征
人

（
敬
称
略
）

　田丸城址もすっかり若葉の季節となりました。4
月 1 日、桜満開の中、『第 20 回桜まつり』が開催さ
れ、町内外から約 2,000 名の方々にご参加いただき
ました。
　そして 4 月 11 日には京セラミタ㈱の第 4・5 工場
起工式が行われました。それぞれ２階と４階の建物
で合わせて 9,900㎡であります。12 月には操業の予
定で順調に工事が進んでおり、関係者の皆様に厚く
御礼申し上げます。
　そのような中、3 月 25 日の能登半島地震に続いて、
4 月 15 日、亀山を中心に震度 5 強の強い地震が発
生し、各地で被害が出ております。当町ではこれと
いった被害もなく安堵しているところです。地震で
は特に古い木造住宅が原因となって被害が拡大する
ようであります。町では木造耐震診断と耐震補強に
対する補助を実施しています。是非ご活用下さい。
今後とも安心安全のまちづくりに全力を傾注してま
いります。
　防災は「日頃の準備」が要であります。今一度、
ご家族で、身の周りの点検、有事の対応について話
し合いをお願いいたします。
　また昨年、田丸城築城 670 年を記念して、様々な
行事を実施し、みなさんのご協力のもと約 1 万人の
ご参加をいただきました。さらに中学生・住民・企
業の方々による美化活動も盛んで、この取り組みを
ぜひとも町全体へ広げたいと考えています。その一
環として、5 月 27 日には町民参加型の城山清掃を
企画しています。田丸城址が町民の“ふれあいの場”
としてご活用いただくため、みなさんの参加をお待
ちしています。

平成 19 年 4 月 16 日　町長室にて

　　　　　　玉城町長
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お知らせ広場
　

次
の
よ
う
に
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日　

時　

５
月
22
日（
火
）　

午
前
10
時
～

　
　
　
　
　

11
時
30
分　

午
後
１
時
～
２
時

▼
場　

所　

津
県
民
セ
ン
タ
ー
（
津
庁
舎
）

▼
受　

付　

当
日
会
場
で
配
布
す
る
「
登
録
申
請

書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
審
者
の
準
備
物

　
「
銃
砲
刀
剣
類
」「
同
発
見
届
出
済
証
」「
登
録

手
数
料
」「
登
録
申
請
者
本
人
の
身
分
証
明
書
」

　

な
お
、
８
月
21
日
、
10
月
23
日
、
11
月
20
日
、

１
月
22
日
に
も
同
様
の
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
詳
し
く
は
県
教
育
委
員
会
事
務
局

文
化
財
保
護
室　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
９
（
２
２
４
）

２
９
９
９
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
開
催

●
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

▼
日　

程　

６
月
10
日　

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　

所　

伊
勢
市
御
薗
町　

　
　
　
　
　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ

詳
し
く
は
、
伊
勢
地
区
歯
科
医
師
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
２
４
）
１
９
０
４
ま
た
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

へ

ありがとう手帖

●リズム親睦会（林小代子）様から、チャリティー
カラオケ大会の寄付金２万 3,906 円を、町福
祉事業にお寄せいただきました。

●上原正輝様から 5,410 円を、また匿名で同額
を町社会福祉協議会へお寄せいただきました。

●中世古俊治様（岡村）から書籍４冊を町図書館
へお寄せいただきました。

●原区のみんさんに、ボランティア清掃事業で県
道沿いの草刈り、ゴミ拾いをしていただきまし
た。

　

この作業は、原区が
『ふれあいの道清掃
ボランティア』作業
として、平成 11 年
から行っているもの
で、三重県が管理す
る道路周辺を、年間
を通じ除草・清掃を
行い維持管理する活

動を実施する道路愛護団体を『ふれあいの道里親』と
して認定し活動支援をするもので原区がその対象団体
に登録されています。 
　年３回の作業には、多数の方々が参加し県道を清掃
いただいています。

「
無
事
故
・
無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
２
３
」

参
加
者
募
集

　

１
２
３
日
間
（
７
月
１
日
～
10
月
31
日
）
の
無

事
故
・
無
違
反
を
達
成
し
て
、
海
外
旅
行
に
行
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。（
商
品
：
無
事
故
・
無
違
反
達

成
チ
ー
ム
に
は
、
抽
選
で
１
チ
ー
ム
50
万
円
分

を
は
じ
め
と
す
る
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
な
ど
を
贈

呈
）

　

運
転
免
許
を
取
得
し
て
い
る
５
人
（
１
チ
ー

ム
）
単
位
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
参
加
費
１
人

＝
１
０
０
０
円
）

▼
申
し
込
み　

５
月
７
日（
月
）～
６
月
29
日（
金
）

詳
し
く
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
行
委
員
会
事
務
局　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
９
（
２
２
４
）
２
４
１
０
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

目
指
せ
無
事
故
・
無
違
反
！

行
こ
う
海
外
旅
行
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三
重
建
労
伊
勢
支
部
で
は
、
三
重
県
労
働
基
準

局
の
指
定
教
習
機
関
と
し
て
「
小
型
移
動
式
ク

レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
会
」
を
次
の
よ
う
に
開
催

し
ま
す
。

　

つ
り
上
げ
荷
重
１
ｔ
以
上
５
ｔ
未
満
の
移
動
式

ク
レ
ー
ン
の
運
転
業
務
に
は
小
型
移
動
式
ク
レ
ー

ン
運
転
技
能
講
習
終
了
の
資
格
が
必
要
で
す
。

▼
日　

程　

５
月
18
日（
金
）～
20
日（
日
）

▼
会　

場　

コ
マ
ツ
三
重

▼
受
講
料　

１
８
、５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▼
受
講
資
格　

満
18
歳
以
上
の
人

▼
定　

員　

50
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

詳
し
く
は
、
三
重
県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
２
３
）
５
５
３
５
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 小

型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

運
転
技
能
講
習
会
の
開
催

■営業時間　AM9：00 ～ 4：30
■定休日　水、木曜日（祝日の場合は営業）

玉城町下田辺ツボシ（サニーロード沿い）

http://www.yuniwa.com/

蘭の用途内容
誕生日
記念日（母の日）等
ビジネス（昇進・退職）
お祝い　お礼に
開店・新改築祝い
展示品の引立に

昨年度蘭を御利用頂いたベスト6です
今年もどうぞ御利用下さい

TEL(58)5905
FAX(58)5906

有 料 広 告

　

み
な
さ
ん
の
心
が
け
が
火
災
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

　

●
風
の
強
い
と
き
、
乾
燥
し
て
い
る
と
き
は
し

な
い

　

●
周
囲
の
安
全
と
水
の
用
意
を

火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
ご
注
意
を
！

　

町
で
は
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動
の
一
環
と
し
て
、
田

丸
城
址
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
す
。
新
緑
の

広
が
る
「
田
丸
城
址
」
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
ご
家
族
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。
み
ん
な
の
力
で
城
山
を

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
！

▼
日　

時　

５
月
27
日（
日
）　

８
時
30
分　
　

　
　
　
　
　

※
荒
天
中
止

▼
開　

始　

９
時
～
（
２
時
間
程
度
）

▼
受　

付　

お
城
広
場
（
芝
生
公
園
）

　
　
　
　
　

清
掃
場
所
は
田
丸
城
郭
内

　
　
　
　
　
（
当
日
受
付
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

※
清
掃
で
き
る
服
装
で
清
掃
・
除
草
道
具
な
ど
は

各
自
ご
用
意
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
へ

「
田
丸
城
址
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

参
加
者
大
募
集
！
！

　

●
子
ど
も
だ
け
で
は
さ
せ
な
い

　

●
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い

お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
総
務
課
へ
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歴史こぼれ噺
　

江
戸
時
代
の
町
の
歴
史
は
半
分
も
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
と
言
う
と
、「
郷
土
史
が

三
種
類
も
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
詳
し
く
記
さ
れ

て
い
る
の
で
は
？
」
と
疑
問
を
感
じ
る
読
者
も

あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
理
由
は
、
①
新
史
料
が
続
々
と
発
見
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
②
近
世
文
書
を
読
め
る
人
が

多
く
養
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
。
③
郷
土
史
執
筆

へ
の
想
い
が
変
化
し
て
き
た
こ
と
。
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
③
に
つ
い
て
最
初
に
ふ
れ
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

従
来
の
郷
土
史
の
執
筆
は
、
記
述
の
対
象
が

藩
主
や
領
主
、
さ
ら
に
著
名
な
人
々
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
人
々
に
焦
点
を
当
て
て
、事
細
か
に
、

そ
の
動
静
や
時
代
の
変
化
を
書
く
こ
と
が
歴
史

を
書
く
こ
と
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
各
時
代

の
主
人
公
た
ち
に
追
従
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

人
々
、
日
本
の
人
口
の
約
85
㌫
を
占
め
て
い
た

農
民
や
町
人
に
関
し
て
は
、
深
く
関
わ
っ
て
記

述
さ
れ
た
郷
土
史
は
、
こ
れ
ま
で
玉
城
町
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

一
言
で
言
う
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
取
り
上
げ
て

記
述
す
る
ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
、
歴
史
的
な
事

項
と
し
て
は
魅
力
的
で
な
い
対
象
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

玉
城
町
の
歴
史
を
語
る
と
き
、俗
に
言
う「
紀

州
藩
」
の
徹
底
し
た
農
民
掌
握
の
た
め
の
政
策

や
領
主
（
久
野
家
）
の
事
歴
を
礼
賛
し
、当
時
、

勢
州
田
丸
領
に
住
ん
で
い
た
約
１
万
１
千
世
帯

の
人
々
の
生
き
様
を
退
け
た
記
述
で
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
に
日
本

の
国
々
を
支
配
し
て
い
た
徳
川
家
や
水
戸
、
尾

張
、
紀
伊
の
御
三
家
、
譜
代
、
外
様
の
各
大
名

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
制
で
国
を
支
配
で
き
た
根

拠
は
、
た
だ
一
つ
農
民
の
上
納
し
た
年
貢
米
や

商
人
の
差
し
出
し
た
冥
加
金（
み
ょ
う
が
き
ん
）

が
絶
大
な
威
力
を
発
揮
し
た
か
ら
で
し
た
。
こ

の
年
貢
米
や
冥
加
金
を
捻
出
し
て
い
た
農
民
や

町
人
の
生
き
様
を
描
か
ず
し
て
、
歴
史
と
い
え

る
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
玉
城
町
の
町
史
編
さ
ん
室
に
保
管

さ
れ
、
近
年
、
ほ
と
ん
ど
解
読
さ
れ
た
各
種
の

資
料
に
基
づ
い
て
、
江
戸
時
代
を
一
つ
の
ま
と

ま
っ
た
時
代
と
し
て
、
時
の
経
過
は
考
慮
せ
ず

に
、
き
わ
め
て
大
ま
か
に
項
目
を
た
て
な
が
ら

町
の
歴
史
を
ひ
も
と
い
て
み
た
い
と
考
え
、
今

後
こ
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

文
案
は
、
町
古
文
書
を
読
む
会
な
ど
中
心
的

に
活
躍
さ
れ
て
い
た
加
納
利
和
さ
ん
に
お
願
い

し
、
編
集
に
は
海
住
春
弥
さ
ん
の
監
修
の
下
で

記
事
を
提
供
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

新
史
料
か
ら
分
か
る
「
町
の
歴
史
」
①

「ぬくもりを感じられる施設」がテーマです。
ご本人の充実した生活と、家族が安心できる暮らしのお手伝い

桜の里は、総ヒノキ造りの建物で木のぬくもりを感じていただける施設です。
スタッフも”温かく優しい”介護ができるようご利用様一人一人の希望に添っ
た支援を心がけております。日々笑顔、笑い声がたえない施設です。ぜひご利
用ください！

お知らせ
5月19日（土）には五月まつりを行います！
　　皆さん、遊びに来てくださいね　　　　　　場所：桜の里

デイサービスセンター
グループホーム

玉城町矢野 139-3
TEL58-8288  FAX58-8289

有 料 広 告

歴史こぼれ噺
　ばなし
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10 ビデオレポート00
9

11

特別番組

6

7
8

00
00

0 ビデオレポート00

1 00
2
3

4 00

ビデオレポート

ビデオレポート

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

特別番組

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

00 ／ 15 
30 ／ 45

知っ得　納得①
知っ得　納得②
ちょっと玉城①
ちょっと玉城②

00
15 
30
45

5

7 特別番組00
8

9
10 ビデオレポート00

11 00
12

1 知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

2 番組終了

特別番組

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

6 ビデオレポート00

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

たまきチャンネルたまきチャンネル
番組に関するお問い合わせ…
役場総務課広報公聴 TEL 58-8200
放送に関するお問い合わせ…
㈱アイティービー制作部 TEL 27-0700

CATV
10ch ...

4月25日～5月24日番組予定

・番組の紹介、行政情報など

ビデオレポート

注意：番組は予告なく変更する場合があります。

議会放送（終了まで）
　町議会が開催される当日午後 9 時から録画放送。
　また、議会閉会翌週午前 9 時から再放送をします。

特別番組

（毎週土曜日に更新）
町内での催しなどを取材。（放送期間＝ 2 週間）

（毎月1日・16日に更新）
 行政・広報番組、企画・特別編集番組など	

知っ得、納得（毎月5日・20日に更新）
役場職員が、町の事業紹介、お知らせなど

ちょっと玉城（毎週月曜日更新）
町のお知らせ番組（音声付文字情報）

00

議 会 放 送
（議会終了まで）

当日録画

（下水の宅地内排水設備工事）

その他、工事のことなら何でもご相談ください。

「私達が出来るまちづくり」がテーマです。
玉城町下水道排水設備指定工事店

（株）桜井組
玉城町佐田 241-2

TEL 58-3067  FAX 58-6351

下水配管の引き込み工事承ります !下水配管の引き込み工事承ります !

【 4 月 28 日～】	 				  
　・田丸神社神輿保存会総会
　・消防団初任者訓練　　　　　　　　　　など

【 5 月 5 日～】
　・介護教室
　・３歳児の活動（有田保育所）　　　　　 など

【 5 月 12 日～】
　・2 歳のお子さん集まれ
　・アスピアちびっこまつり　　　　　　　など

【 5 月 19 日～】
　・春の山野草展
　・カラフルらいおん　　　　　　　　　　など

【 5 月 1 日～】
　・第 20 回桜まつり

【 5 月 16 日～】
　・第 3 回病院老健まつり

【 5 月 5 日～】
　・青少年を育てる会年間総括報告

【 5 月 20 日～】
　・児童手当制度改正と届出

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

議 会 放 送
（議会終了まで）

翌週録画

有 料 広 告



　５月 10 日（木）
　　　 20 日（日）
　　　 30 日（水）
時　間　午後１時～３時
場　所　保健福祉会館
相談員　行政相談員、民生委員、人権擁護委員
お問い合わせは、町社会福祉協議会へ

第409号　平成19年5月号編集：広報たまき編集委員会　発行：玉城町役場総務課
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■玉城町役場（総務課）	 TEL58-8200
	 FAX58-4494
●税務住民課	 TEL58-8201
●生活福祉課	 TEL58-8203
●上下水道課	 TEL58-8207
●建設産業課	 TEL58-8205
●農林商工課	 TEL58-8204
●出納室	 TEL58-8210
●議会事務局	 TEL58-8211
●教育委員会（村山龍平記念館）	TEL58-8212

■病院事務局
　玉城病院	 TEL58-3039
　介護老人保健施設ケアハイツ玉城
　・介護老人保健施設	 TEL58-3770
　・訪問看護ステーション	TEL58-8117
　・訪問介護	 TEL58-8117
　・居宅介護支援事務所	 TEL58-8822
■健康管理センター	 TEL58-7373
　（地域包括支援センター）
■保健福祉会館	 TEL58-8000
■社会福祉協議会	 TEL58-6915

■中央公民館	 TEL58-6331
■アスピア玉城
　　玉城ふれあいの館	 TEL58-8800
　　ふるさと味工房	 TEL58-8686
■さくら児童館	 TEL58-8527
■梅がおか児童館	 TEL58-8345

TEL 58-8213
休日・夜間当直室

　今年は桜の開花に合わせたかのよ
うな第 20 回桜まつり。5 年ぶりに
田丸城天守跡で行われたまつりは、
人と桜が城山を彩りました。

（平成 19 年 3 月 31 日現在）
人 口　15,135 人（＋13人）
男　　　7,380 人（－ １人）
女　　　7,755 人（＋14人）
世帯数　  4,832 世帯（＋ 15 世帯）

（　）は 3 月 1 日以降の増減

人 の 動 き

まちかど掲示板

　５月 17 日（木）
　６月　７日（木）
時　間　午前９時３０分～１１時３０分
場　所　保健福祉会館　健康相談室

健康相談行政・心配ごと相談

　５月 10 日（木）
受付時間　午前 10 時～ 11 時 30 分
　５月 24 日（木）
受付時間　午前 10 時～ 11 時 30 分
　　　　　午後  １時～  ２時 30 分
場　所　保健福祉会館
対　象　生後２カ月～未就園のお子さん
内　容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子健康手帳をお持ちください
お問い合わせは、健康管理センターへ

乳幼児相談

　町税などは、期限を守って必ず納めてください。
●軽自動車税（第１期）
　５月 31 日（木）
　お問い合わせは、税務住民課へ
●国民健康保険料・介護保険料（第１期）
　５月 31 日（木）
　お問い合わせは、生活福祉課へ

町税など納期のお知らせ

　５月  ７日（月）
　　　21 日（月）
時　間　午前 10 時～ 11 時 30 分
場　所　保健福祉会館　健康相談室
対　象　40 歳以上の方
内　容　手遊び、簡単なストレッチ体操、健康御師さんによ

る体操など

いきいきクラブ
月～金曜日
時　間　午前 10 時～午後４時
電　話　（58）8212
お問い合わせは、教育委員会へ

青少年電話相談

毎月 20 日開催
時間　午後１時 30 分～４時
場所　健康管理センター
お問い合わせは、健康管理センターへ

介護相談

今 月 の 表 紙

表紙撮影：広報たまき編集委員会　上村　幸弘

日　程　５月　９日、23 日（水）
時　間　午前 10 時～午後４時
場　所　健康管理センター
なお、健康管理センターへ申し込みが必要です。

障害者相談支援センター「ブレス」巡回相談日

【表】体操を踊る保育所園児【裏】天守跡ステージ
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